【第1分科会】看護分科会

①テーマ
「対話」から始まる人間関係　〜ナースの悩みをほぐします〜

開催趣旨：
　看護分科会では、2014年、2015年で看護師が働き続けられる職場づくりに向けて、現状や課題、取り組み事例を共有してきました。
[bookmark: _GoBack]　そこで明らかとなったことは、年休や時間外労働、夜勤などの働き方に関する法律や規則を学び、問題があるにもかかわらず当たり前になっていた職場の慣習をなくすための職場でできる工夫の実践でした。また、評議会からは、労働組合を通じて業務負担軽減につながる職場要求を行うこと、法律や規則を守り、違法状態を見逃さない体制づくりを作ることを提起してきました。
　しかし、多くの参加者や単組からは、当局や上司、同僚の理解不足で職場風土や慣習を変えられないなどの声が非常に多く聞かれました。
　このような組織や個人の理不尽な問題に対しては、個人よりも組織（労働組合や職場など）で対応することが重要ですが、解決までに時間がかかり、問題に直面されている方々の心労は、モチベーションの低下にとどまらずメンタルや離職のきっかけとなる懸念があります。
　そこで、今年度の看護分科会では、「人間関係」に関する看護師の悩みをほぐすアプローチを学びます。このアプローチは、本音の対話によって自分の中の不満を吐きだすことで心をほぐし、整理する手法です。
　今の職場では働き続けられないと不満を抱えている看護師の皆さん、同じ悩みを「対話」を通じて大いにほぐし合いましょう。

③講師
　日本看護協会労働政策部部長　橋本　美穂　氏　
　　　　
④タイムスケジュール（案）
　9：00〜　開会　あいさつ、趣旨説明
　9：15〜9:45　「看護職のワーク・ライフ・バランス」　
　　　　　　　　　　　　日本看護協会労働政策部部長　橋本　美穂　氏　
　10：00〜　11：00　第１セッション
　12：00〜　昼休憩
　13：00〜　第２セッション
　14：00〜　第３セッション
　14：50〜　休憩
　15：00〜　感想・意見交換
　〜16：00　終了
